
福岡県読書好きを育む環境づくり応援事業（令和５年度～） 

 

 

 

 

 

読書活動は、子どもがことばを学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊
かにするとともに、学力向上の基盤となるものです。子どもが読書習慣を身につ
けるためには、まず、身近な保護者が読書の意義と重要性を認識し、意識を高め
ることが必要です。 
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◎「家読-うちどく-」とは？ 

家読とは、家庭で家族と一緒に同じ本を 
読み、感想を語り合い、時間や物語を共有 
してコミュニケーションをとることを目的 
とした活動のことです。 

 

 

 

 

 

 
 

 

その① 

その② 一緒に同じ本を読みましょう！ 

その③ 一緒に市町の図書館や図書室へ行って
みましょう！ 

また読みたいなあ！ 

一人で読んでみよう！ 

素敵な本に出会えてよかったね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜お問い合わせ先＞  福岡県教育庁北九州教育事務所 社会教育室  

〒822-0031 福岡県直方市大字植木1047-1 TEL 0949-25-1205 

子どもの頃の読書が多い人は… 子どもの頃の体験活動も多く… 

協調性や積極性などの自立的行動 
習慣が身についている割合が高く… 

１ ２ 

さらに、自立的行動習慣が身について 
いる人は、自己肯定感も高い傾向にある 

４ ３ 

〈参考〉

       

【学力・認知能力との関連】 
 

・様々な知識の習得 

・言葉の意味を理解する力 

・文章を読み取る力 

・筋道立てて考える力 

・想像する力、表現する力 

・学習への意欲、関心 等 

【意識・非認知能力との関連】 
 

・人の気持ちを考える力 

・自分自身を大切にする力 

・様々なものの見方をする力 

・意見をまとめる力 

・コミュニケーション力 

・自分で考えて行動する力 等 

〈参考〉国立青少年教育振興機構「子どもの頃の読書活動の効果に関する調査研究」（R３） 

文部科学省「第五次『子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画』」（R５） 

up！ up！

※ 非認知能力：「読み・書き・計算」のように数値では測れない能力のこと。学力（認知能力）

と対照的に用いられ、「生きる土台となる力」「生涯の学びを支える力」とも言われます。 



ふくおか社会教育ネットワーク ホームページ
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データをもとにした読書の効果

についてわかりやすく説明して

います。

あい言葉「ふ・く・よ・み」をもとに、

子どもの読書習慣のヒントを紹介

しています。

この動画は、
こちらのＨＰで
視聴できます。

うちどくを楽しくする方法を

具体的に紹介しています。
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こんな使い方ができます！！

１ 学校における読書
活動の取組の説明

活用例① 学習参観日～親子読書集会～

１ 説明動画の視聴 ２ 読書ボランティアに
よる読み聞かせ

３ 我が家のうちどく
ルールづくりと実践

活用例② 学級懇談会・ＰＴＡ研修会など

１ 子どもたちの家庭で
の読書についての
話し合い

２ 説明動画の視聴 ３ 学校からの参考資料
の配布と説明

活用例③ 入学説明会など

うちどくの大切さと方法
を知る

読み聞かせの楽しさを
味わう

自分の家でできるうちど
くを考える

各家庭のうちどくの現状を
出し合う

うちどくの大切さと方法
を知る

うちどくを進んですること
に役立てる

朝の読書タイムや家庭学習
（音読）など

２ 説明動画の視聴

うちどくの大切さと方法

３ 入学前までのお願い

読み聞かせや本への誘い方


